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 日頃から 渡辺市議後援会をはじ め、 皆様にご支援

いただきあり がと う ご ざいます。  

私は 5月から 議員団の副幹事長と し て意見をま と

める立場と なり 、事務所での執務時間が少なく なり 、

皆様にご迷惑をおかけし ている こ と と 思いま すが、

府議会で精一杯の活動を し ている こ と でお許し い

ただき たいと 思います。  

 7 月臨時議会が 1 日から 始ま っ ています。 今回の

目的は、橋下知事の下で 4 月から の予算が 7 月ま で

の暫定予算であっ たために、あら ためて来年 4 月ま

での本格予算を審議するためです。  

 私自身はいろ いろ なご 挨拶で皆さ んに申し あげ

ていま すよ う に、橋下改革に基本的に賛成の立場で

すが、 セーフ テ ィ ーネッ ト を ど う 守るのか、 改革の

成果を府民にど う 還元するのか、縮小均衡型の予算

が将来の大阪の発展にど のよ う な影響を与える こ

と になるのかなど 、 若干の意見の相違があり ま す。 

 今議会では、そ う し た問題について知事と 真剣な

議論を し ていきたいと 考えていま す。  

最後になり ま し たが、 今後と も渡辺市議同様、 皆

さ ま のあた たかいご指導を賜わり ま すよ う お願い

申し あげてごあいさ つ と いたし ま す。  
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イルミネーションより、生活に光を ！ 
 

5 月 15 日、民主党・無所属ネット議員団は橋下改革

の問題点についての見解を発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに ：：：：：：：：：： 

①将来にビジョンなく、1100億円削減のみを並べた PT

試案は、市町村との信頼関係・府民生活のセーフティ

ネットの部分をそこなう。 

②増収策の真剣な検討なしで、事務事業と人件費の一

律カットは府民の不安と混乱を招く。 

③議会改革は急務。議会基本条例の制定など議会予

算全体の改革を求める。 

 

１・私たちの基本方向  

 

①安心安全、救急救命医療は後退させない。 

②格差社会にさせない。 

③学力低下への取り組み、学ぶ意欲を引き出す教育

条件の向上。 

④ご近所の底力、住民参加型の地域福祉 

⑥市町村との協働の府政。関西州をめざし広域行政と

しての府の役割の明確化。 

⑦人件費の一律カットは最後の選択。 

⑨重要政策提案以前に、知事は、大阪府の将来ビジョ

ンを早期に示すべき。 

 
２．府改革 PT案の問題点                

 

安全・ 安心、 セーフ テ ィ ネッ ト  

○治安悪化につながる警察官５２０人他の削減は反対。

学校警備員の配置廃止は反対。 

○消防協会・消防団への補助の継続。 

○福祉４医療費助成の削減反対。年度途中の見直し

は出来ない。 

 

教 育                   
○小１ ・ ２ 年の３ ５ 人学級は必要。 いじ め・ 不登校

対策や医療的ケア のための人材は確保。  

○公立教員の人件費カ ッ ト を 前提と し た私立学校



幼稚園の経常費・ 振興助成の削減に反対。  

 

地域福祉・ 共生 
○介護予防に貢献する街かどデイ ハウ スの継続 

○障がい者の小規模通所授産・ グループホームなど

の支援は継続。  

 

市町村と の協働 
○２００９（H 21）年度からの協議のテーブルづくり。 

 
３．さらなる改革を求める  

歳入の確保  
 

○土地売り払い府有財産の売却。 

○府の市町村貸付金の返還 ４％超で約２００億円 

○道路等事業予定地などの活用（約４億円）。  

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

議会基本条例の成立をめざして ・・・・・ 
  

私は現在、議員団で議会基本条例を調査検討する

チームの統括をし ていますが、 ６ 月 16 日に三重県

議会を訪問し 、 議会基本条例を調査いたし ま し た 。 

議員団では、先の 6 月 6 日にも北海学園大学教授

の神原勝氏を招き 、北海道栗山町の議会基本条例の

制定過程・ 意義について学習会を開催し ま し た。 栗

山町議会は２ 元代表制の下で、住民の信託に応えて、

議会がど う あるべきかについて議論の結果、基本条

例の制定に至り ま し た 。  

府議会も一問一答制の導入をはじ め、議会改革に

取り 組んできまし たが、 こ れから は知事と 対等の住

民の代表と し て、信頼さ れる議会をめざし てさ ら に

ス ピ ード ア ッ プ し て改革に取り 組んでいかなけれ

ばなら ないと 考えています。  

 
＜6月 6日、府議会議員会館での講演会＞ 

  

三重県議会は府県レ ベルで唯一、 条例を制定し 、

議会運営を進めていま す。当日、民主党系会派・「 新

政みえ 」 所属の萩野議長、 同幹事長の三谷氏の同席

で、 北川知事以来の議会改革で進めら れてきた、 さ

ま ざ ま な改革事例の背景について も説明を受けま

し た。 さ ら に、 議会の招集は知事の権限のひと つで

すが、 議会開催を通年化し 、 議会で自由に議論でき

る 状況を つ く る こ と を めざ し て いる事も報告さ れ

ま し た。  

 こ の条例で考え なければなら ないこ と は非常に

多く の課題があり ますが、大き く 整理する と 以下の

よ う になり ます。  

① 議会及び議員の活動原則 

② 府民と 議会の関係 － 情報公開条例、府民参

加条例 

③ 議会と 行政（ 知事） と の関係 － 政策意思形

成過程の公開、 法律に基づく 行政計画の議決 

④ 議会審議のあり 方 － 自由討議、 一問一答

（ 既実施）  

⑤ 政務調査費のあり 方 

⑥ 議会事務局の体制整備 － 議会広報・ 議会審 

議のイ ン タ ーネッ ト 公開など  

⑦ 政治倫理・ 身分及び待遇 － 議員定数、報酬、

政治倫理条例 

⑧ 見直し 規定 － 市民投票条例 

⑨ 最高規範 － 憲法・ 地方自治法を踏ま えた議

会のあり 方 

議員団では、 今回の管外視察の成果を受けて 、

今夏は議会改革 PT を中心に議論を加速し 、議員団

と し ての試案をま と めるこ と と し ています。  

 
＜6月 16日、三重県議会にて＞ 

ま た翌日には、浜松市にある静岡文化芸術大学の

片山教授を訪れ、文化政策についての講演を聞かせ

ていただき ま し た 。  

特に現在、審議中の予算の中で大阪センチュ リ ー

交響楽団への支援打ち切り や文化施設の廃止が提

案さ れていますが、 議員団と し ての文化政策を確立

し たいと いう 思いで実施し まし た。  



 


